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（論文審査の要旨）

本論文の要旨は以下のご左くである。

f本研究は、変形性膝関節症における高齢者の日常生活や生活の質（QOL）の低下を誘発する関節のとわばりや痛

みの治療に、グノレコサミン（GH）での症状緩和や病態の推進予防効果が示されているものの、その機序を明らかに

するこ止を目的止してなされたものである。病態生化学約に膝OAの発症・増悪化機序を検討寸ると、橋忠関節内で

E互生されるフリーラジカノレが量要な役苦手lを果たしていることが示されている。今回、膝OA患者由来の膝関節の滑膜

細胞（HFLS -OA）をGH存在下、膝OAのバイオマーカーと考えられるべリオースチンで刺激し、当該絢胞のプ

ヲーラジカノレ産生に及ぼすGHの効果を、一酸化炭素（NO）産生を指標に検討した。細胞培養系に 1.0昭 ！meのGH

を添加してもNO産生には全く抑制l効果が認められなかったが、 1.5回 tme以上のGH添加では、 NOifil生が有意に抑

制した。さらに、ベリオスチン刺激による iNOSmRNA発現の増強をも有意に抑制した。本研究より、 GHの傾向摂

取によって間接滑膜細胞から炎症性刺激によるNO産生が抑制され、その結果、 NOによる関節組織の破線が阻止さ

れ、膝OAの進行や症状緩和が誘導される可能性があると左が示唆された。j

本論文の内容は、変形性膝関節痕における高齢者の日常生活における修痛を軽減させ、今後の生活の質（QOL）を

高めていく上での示唆に富む、大変貴重で今後の発展が期待できる内容である。よって、学術的価値は非常に高いも

のと判断でき、｛富士論文に値するものと判断した。


